
• 動物の皮の服：7万年前
• Balter M. Clothes make the (Hu) man. Science. 2009; 325: 1329.

• 亜麻の織物：3万年前
• Kvavadze E, Bar-Yosef O, Belfer-Cohen A, Boaretto E, Jakeli N, Matskevich Z, Meshveliani T. 3,000-year-old wild flax fibers. 

Scicence. 2009; 325: 1359.

• 最古の絹：8，500年前の墓からの得られた土
壌から絹 fibroinが出土

• Biomolecular Evidence of Silk from 8,500 Years Ago YuxuanGong , Li Li, Decai Gong, HaoYin, JuzhongZhang, PLOSONE|DOI:10.1371/
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世界最古の繊維？



世界最古の繊維？

研究者らの報告によると、約30,000年前、グル

ジア共和国のコーカサス地方の丘陵地帯に住
む狩猟採集民は、野生の亜麻繊維から糸を紡
ぎ、染色し、その糸を結んで活用していた。亜
麻糸を使って石器に柄を取り付けたり、かごを
編んだり、衣類を縫ったりしていたと考えられ
る。これらはこの時期の植物繊維の使用例とし
て明らかになっている数少ない例のうちの一
部である。Eliso Kvavadzeらは今回のBrevium記
事で、グルジア共和国にあるDzudzuana洞窟で

後期旧石器時代の堆積物層から出土したこの
古代繊維について説明している。Kvavadzeらが

発見したのは、紡がれたものが複数と多数の
結び目があるものがひとつで、大半が黒、灰
色、青緑、桃色に染められていた。同時に、動
物の毛、カツオブシムシや蛾、繊維に発生する
ことがわかっている真菌の遺骸も発見し、これ
らは狩猟採集民が毛皮、皮、布を加工してい
たことの証拠として解釈できるとKvavadzeらは
述べている。
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亜麻

名称 種別
短繊維長（mm）
太さ（ミクロン） 主な産地 主な用途

【靭皮繊維】

亜麻
（あま）

Flax
Linen
リネン

亜麻科
（一年生）

20～30mm
13～31ミクロン

フランス
ベルギー
オランダ
中国
ロシア

衣料
寝装
資材

苧麻
（ちょま）

Ramie
ラミー
からむし
まお

葦麻科
（いらくさか）
（多年生）

20～200mm
42～66ミクロン

中国
ブラジル
フィリピン
マレーシア

衣料
寝装
資材

黄麻
（こうま）

Jute
ジュート

田麻科
（しなのきか）
（一年生）

1～4mm
15～25ミクロン

バングラデシュ
インド
ミャンマー
中国

麻袋、紐
カーペット基布
ヘッシャンクロス

洋麻
（ようま）

Kenaf
ケナフ

綿葵科
（あおいか）

2～6mm タイ
インド
中国

ひも
パルプ代用
壁材

大麻
（たいま）

Hemp
ヘンプ

桑科
（一年生）

5～53mm
10～50ミクロン

イタリア
中国
フィリピン

ロープ
衣料

【葉脈繊維】

マニラ麻 Abaca
アバカ

芭蕉科
（多年生）

3～10mm
10～20ミクロン

フィリピン
エクアドル

ロープ
ひも
帽子

サイザル麻 Sisal
サイザル

石蒜科
（せきさんか）
（多年生）

3～10mm
10～20ミクロン

フィリピン
ケニア
タンザニア
ブラジル
メキシコ

ロープ
ひも

日本麻紡績協会Hp

麻の種類



世界最古の繊維

紀元前8,000年頃より世界文明発祥の地チグリ
ス・ユーフラテス川で亜麻が栽培されていた。

ほぼ同じ頃エジプトでも栽培されていた。

世界最古の布
エジプト（BC4200）、亜麻布

エジプトの壁画に現れた亜麻の収穫描寫画
(紀元前2700年メンフィス王朝時代の古墳に発見せられた
もの)

エジプトの織布（壁画）

日本紡績協会Hp
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布目(1988)改編

中国

針孔直径約1mm
細く丈夫な繊維が利用さ
れていた絹糸の可能性？



糸（繊維）を作るために必要な道具 紡錘車（spindle whorl）

編むにしろ織るにしろ、布をつくる前提として糸が必要となる。
糸は繊維質素材を手で撚ってつくることもできるが、十分な長
さの糸を効率よくつくる道具として使用されたのが紡錘（つむ）
である。紡錘によって撚られた素材は、適度な強さと均等な太
さをもつ糸に生まれ変わる。

その構造を簡単に説明すれば、回転運動を維持するはずみ
車の役割をはたす紡輪（ぼうりん：紡錘車）の中心に、糸を巻き
取る紡軸（ぼうじく：紡茎）と呼ばれる心棒が一本通る。紡輪と
紡軸をあわせて紡錘

車という場合もある。紡輪の回転運動が紡軸によって素材に
伝えられ、糸ができる

縄文時代には土製の有孔円板や土器片を円形に加工し、中
央部に孔をあけた土器片製有孔円板などが出

土していることから、これを紡錘車と考える場合もある。また、
撚糸や撚紐の存在が知られている一方で、紡錘車としての有
孔円板の出土が少ないことから、材質として残りにくい木製紡
錘車も考慮する必要がある。

弥生時代以降は、土製・石製の紡錘車に加え、木製・骨角製
の紡錘車も使用された。

紡錘車

紡軸

東海大学文学部考古学研究室Hp
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中国服饰史

Zhongguo fushishi
中国服饰史

history of Chinese costume

中国服饰的历史源远流长，从原始社会、商周、春秋战国、秦汉、魏晋南北朝、隋唐、宋辽夏金元、明清，到近现代，都以鲜明特色为世界所瞩目。
原始社会服饰（公元前21世纪之前）关于衣服的发明，战国时人撰写的《吕氏春秋》、《世本》及稍晚的《淮南子》提到，黄帝、胡曹或伯余创造了衣裳。若

从出土文物方面考察，服饰史的源头，可上溯到原始社会旧石器时代晚期。
旧石器时代，采集和渔猎是人们的衣食之源。1933年,在北京周口店山顶洞人（距今1.9万年左右）遗址中，发现1枚骨针和141件钻孔的石、骨、贝、牙装饰品

(图1[山顶洞人的骨针和装饰品]

http://www.chinabaike.com/article/sort0525/sort0557/2007/20070803157405.html
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Huang NF, Chen JJ. 7,000 year of Chinese silk science and technology. 1st ed. Beijing: Chinese textile press; 2002.
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クワコ Bombyx mandarina を馴化、家畜化したものがカイコ

クワコの分布

極東ロシア、中国本土（黒竜江、吉林、
遼寧、内蒙古、河北、河南、山東、山西、
陜西、安徽、浙江、江西、江蘇、湖北、
湖南、四川、広東、広西、雲南、西蔵）、
台湾、朝鮮半島、日本

福建、貴州、海南、寧夏、甘粛、新疆、
青海は未記録

ベトナム、カンボジア、ラオス、タイなど
も報告がない。



クワコの幼虫

クワコの繭

クワコの成虫 カイコの成虫
クワコの成虫は飛ぶ、

カイコの成虫は飛べない。

桑畑にいる家蚕の近縁種 桑蚕（クワコ） 蚕糸学特論20110616



クワコの卵
卵で越冬
1ｍｍほどの大きさで、
1，2個ずつ桑樹に産
み付けられている。



クワコの幼虫
孵化直後
カイコと同じく桑葉し
か食べない。



クワコの幼虫
３，４回脱皮する。
だいたい単独で生活。
昼間は株元でじっと
している。



クワコの幼虫
脱皮殻を食べる。
（カイコは食べない）



クワコの幼虫
小さい時は鳥の糞に
似た体色



クワコの幼虫
枝に擬態



クワコの幼虫
枝に擬態



クワコの幼虫
蛇に擬態



桑葉を巻いて営繭中のクワコ



クワコの繭
薄黄色
葉を包んで営繭



クワコの繭
羽化後も桑樹に残っ
ている。
落葉後見つけ易い。



クワコの成虫



クワコの成虫



カイコ雌蛾に誘引、飛来するクワコ雄蛾

カイコとクワコの性フェロモンはほとんど同じ



カイコ雌蛾（白）と交尾するクワコ雄蛾（茶）



カイコ雌蛾に誘引、交尾したクワコ雄蛾
交尾蛾％はクワコ雄蛾と交尾できたカイコ雌蛾の割合とした。
カイコ雌蛾は10～20頭を農工大桑園に1日設置し、クワコ雄蛾を誘引した。

桑葉がある時は卵～蛾が桑畑に生息
冬は卵で越冬



2009年11月21日11時09分 府中市東京農工大学蚕室前桑立木

桑園から２頭のオス蛾が桑立木に飛んでいった。
その後をつけると、2頭は雌蛾と交尾を試み、1頭が交尾に至った。



2009年11月21日11時09分 府中市東京農工大学蚕室前桑立木

桑園から２頭のオス蛾が桑立木に飛んでいった。
その後をつけると、2頭は雌蛾と交尾を試み、1頭が交尾に至った。



雄蛾は雌蛾にぶら下がるように交尾し、脚は折りたたんでいた。
すぐ近くに雌蛾が羽化したとみられる繭があった。



11時から4時過ぎまで観察したが、交尾を継続していた。翌日、10時に再び同所を観察したが、
雌雄ともに居らず、また、その周辺にクワコの卵を見つける事はできなかった。



n=27

n=28

クワコの染色体数
A,B 大邱(韓国） n=27
C,D 対馬(日本） n=27
E,F  福岡(日本） n=27
G,H 杭州(中国)  n=28
カイコの染色体数 n=28A,C,E,G 第一精母細胞

減数分裂第１分裂中期
B,D,F,H 精原細胞
バー 3μm

７００万年前？分化

桑畑にいる家蚕の近縁種 桑蚕（クワコ）



中国養蚕約3000年以上前
BC7000～6000？？

養蚕の起源



欧州種１化性

中国種１化性

朝鮮種１化性

中国種2化性

熱帯種多化性

熱帯種多化性
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クワコの繭

-養蚕の起源-
野生の繭を採取して蛹を食べ、やがて繭から糸を繰る方法を発見
し、その糸から絹織物を作る技術が発展し、ついには蚕を飼育して
繭をとる養蚕が発生した 蚕糸学入門

クワコの繭は桑葉に包まれている

クワコの繭を採取して
繭ごと蛹を食べたところ糸が引けたのが
養蚕の始まり？？？？？





クワコの繭は桑葉に包まれているので見つけるのは困難



・クワコの繭は桑葉に包まれているので見つけるのは困難
・落葉前、5人で1時間探したが、2個しか見つけることができなかった
・落葉後は1人で1時間探すと200個以上見つけることができた。

古代人も食用として繭を探す事は困難であった筈

農工大の桑園には1000個以上のクワコの繭があった。



落葉後、何故簡単にクワコの繭を見つけることができるのか。



落葉後、何故簡単にクワコの繭を見つけることができるのか。



落葉後、何故簡単にクワコの繭を見つけることができるのか。



落葉後、何故簡単にクワコの繭を見つけることができるのか。



クワコの繭は桑葉に包まれているので落葉前の桑木より見つけるのは
困難だが、落葉後、繭柄が枝についているので容易にクワコの繭を見
つけることができる。

落葉後、何故簡単にクワコの繭を見つけることができるのか。



クワコの繭

クワコの繭柄



繭柄



繭柄

クワコの繭 カイコの繭

絹糸昆虫は一般に繭柄を形成する。

クワコは営繭時に桑の条と繭の間に
繭柄を形成する。

１cm



絹糸昆虫は営繭時に繭柄を形成する。



繭柄

クワコの繭 カイコの繭

カイコは馴化の過程で、繭柄形成する
形質を失ったのではないか？



クワコの繭は桑葉に包まれているので落葉前の桑木より見つけるのは
困難だが、落葉後、繭柄が枝についているので容易にクワコの繭を見
つけることができる。



繭柄

クワコは営繭時に桑の条と葉の間に繭柄を形成
し、葉と葉の間に繭を作る。

繭柄があるため落葉しても繭は条に付いており、
地面に落ちない



採集した1423個の繭のうち22.3％の繭の繭柄が捩れて糸状であった。



クワコの繭は風に吹かれて回転するので繭柄
が捩じれて糸状になる



捩じれ糸状になっている繭柄

捩じれていない繭柄



古代中国人は捩れて糸状の繭柄を見て
糸としての利用を思い立ったのではないか？



クワコの繭は桑葉に包まれているので落葉前の桑木より見つ
けるのは困難だが、落葉後、繭柄が枝についているので容易
にクワコの繭を見つけることができる。



採集したクワコの繭（羽化した繭と死んだ蛹の入った繭）



採集したクワコの繭（羽化した繭と死んだ蛹の入った繭）

クワコの繭の収集

2008年 2009年 2010年 2011

調査箇所 27 31 35 22

（桑園） （20） （26） （25） （17）

収集したクワコ繭 2677 1601 1695 3091



・クワコの繭は桑葉に包まれているので落葉前の桑木より見つけ
るのは困難 落葉前、5人で1時間探したが、2個しか見つけること
ができなかった。
・落葉後は容易に見つかるので1人で1時間探すと200個以上見つ
けることができた。

古代人も食用として繭を探す事は困難であった筈

農工大の桑園には1000個以上のクワコの繭があった。



養蚕が始める以前は当然、桑園は無く、仕立てていない
桑木からクワコを探していた筈である。
しかし、落葉以前に桑の木からクワコの繭を探すのは困
難である。
落葉後ならば、桑の木からでも容易に繭を見つける事が
できる。



原始の糸 最初はクワコの繭から直接紡ぐ

“ずり出し“で糸を取っていたのではないか？

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



１．毛羽を取る。
“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



１．毛羽を取る。
“ずり出し“

クワコの繭
毛羽を取った状態

毛羽

蚕糸学特論20110616



２．繭から繭糸を紡ぐ。
（繭は煮ていない）

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



２．繭から絹糸を紡ぐ。
“ずり出し“

容易に糸が紡げる

蚕糸学特論20110616



3．紡ぎ終わったら、紡いだ時間を
記録する。糸の長さを測る。

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



紡
い
だ
繭
糸
長
さ(cm)

紡いだ時間(分)

１つの繭を紡いだ時間と繭糸長さ

25人、1人１～３個のクワコの
繭を用いてずり出しを行った。

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



X±SD=29.0±19.5cm(n=71,25人)
最大 108分 最小 6分紡

い
だ
繭
糸
長
さ(cm)

紡いだ時間(分)

１つの繭を紡いだ時間と繭糸長さ

紡いだ時間 １個約30分

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



X±SD=199.1±112.9cm(n=71)
最大 685cm 最小 32cm紡

い
だ
繭
糸
長
さ(cm)

紡いだ時間(分)

１つの繭を紡いだ時間と繭糸長さ

繭糸長 １個約2m

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



紡いだ繭糸長さと糸太

繭
糸
の
太
さ(

d
)

紡いだ繭糸長さ(cm)

X±SD=135.1±61.4d (n=67)
最大 319.7d 最小 22.4d

d(denier)デニール 9000m 1ｇの繊維

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



糸
重
/繭

層
重
×
100

紡いだ繭糸長さ(cm)

X±SD=41.1±14.74％ (n=66)
最大 74.3% 最小 7.2%

紡いだ繭糸長さと繭層重の割合

約4割の繭層から糸が取れる
毛羽、脱皮殻は含ま無い

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



紡いだ回数

ある学生の紡いだ回数と１つの繭から取れた繭糸長

紡
い
だ
繭
糸
長
さ(cm)

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



紡
い
だ
繭
糸
長
さ(cm)

紡いだ回数

教員A

学生A

ある学生と教員の紡いだ回数と１つの繭から取れた繭糸長

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



誰でも容易にクワコの繭一個か
らずり出しによって２ｍ位の糸を
引くことができた。
熟練していけば７ｍ位の糸を引

くことも可能であった。

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



天蚕の繭を同様にずり出しを
行ったが、糸はほとんど出来なかった。

“ずり出し“ 蚕糸学特論20110616



天蚕の繭を同様にずり出しを
行ったが、糸はほとんど出来なかった。

“ずり出し“

最初にクワコが選ばれたのは誰でも簡単に
ずり出しが

できたからだったのではないか？

天蚕

クワコ

蚕糸学特論20110616



クワコの繭を大量に採集できたが、
繭から繰糸できるだろうか？

蚕糸学特論20110616



クワコの繭を煮繭

蚕糸学特論20110616



煮繭後、繭から直接手で糸を紡ぐ

蚕糸学特論20110616



蚕糸学特論20110616



煮ていない繭よりさらに容易に糸を紡ぐ事ができる。

蚕糸学特論20110616



寄生蠅の蛆が脱出した穴

煮繭前

煮繭後

絹糸が切れてささくれ立っ
ているようには見えない

蛆は繭糸を切らずに脱出
しているのかもしれない

蚕糸学特論20110616



毛羽を真綿状にして糸を紡いでみる

クワコの繭の毛羽は板状

蚕糸学特論20110616



真綿より紡いだ絹糸

蚕糸学特論20110616



手動で一粒繰りをする

切れるよりも浮いてく
るのが手間

蚕糸学特論20110616



一粒繰りした繭糸
蚕糸学特論20110616



蚕糸学特論20110616



・クワコは繭柄を形成し、繭が桑条と繋がれており、捩じれ
て糸状の繭柄が多かった。

繭柄を見て古代人はクワコの繭から糸を取ることを思いつ
いたのではないか。

・落葉前にはクワコの繭を見つける事は困難であったが、
落葉後は容易に見つけることができた。
クワコの繭を食用として採集することは困難ではないか。
古代人は冬期に繭を集めていたのではないか。

・多くのクワコは寄生蠅に寄生されていた。
寄生蠅によって孔をあけられた繭でも糸を引くことができた。

蚕糸学特論20110616



野蚕 クワコ
Bombyx mandarina

カイコ
Bombyx mori

明治 昭和初期 平成

蚕糸学特論20110623


